
 
 

 

排出削減実績報告書 
排出削減事業の名称：  

北谷浄水場における二酸化炭素排出削減事業計画 
ポンプ設備の更新 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

排 出 削 減 事 業 者 名 ：沖縄県企業局   

排出削減事業共同実施者名： 

ES カーボンクレジット合同会社     

そ の 他 関 連 事 業 者 名 ：      
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1 排出削減事業者の情報 
排出削減事業者 
会社名 沖縄県企業局 

排出削減事業を実施する事業所  
事業所名 北谷浄水管理事務所 
住所 沖縄県中頭郡北谷町字宮城１番地２７号 

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者） 
排出削減事業共同実施者名 ES カーボンクレジット合同会社 

その他関連事業者 
関連事業者名  
 

 

2 排出削減活動の概要 
2.1 排出削減事業の名称 
北谷浄水場における二酸化炭素排出削減事業計画ポンプ設備の更新 
 

2.2 排出削減事業の目的 
本事業は、北谷浄水場の送水ポンプの高効率化を図る事で省エネを行い、ＣＯ2 排出を削減するこ

とを目的とする。 
 

2.3 温室効果ガス排出量の削減方法 
ポンプ揚程の低減と高効率電動機の組合せによる固定速運転と台数制御により、エネルギー消費

量を削減する。 
 

2.4 国内クレジット認証要件の確認 

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか ■はい 
□いいえ 

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定され

ているか 
■はい 
□いいえ 

 
2.5 承認排出削減事業計画からの変更項目 

モニタリング記録責任者、モニタリング活動担当者、排出削減事業担当者、QA/QC 責任者の変

更（異動による） 
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3 排出削減活動期間 

3.1 プロジェクト開始日 
2012 年 4 月 1 日 
 

3.2 モニタリング対象期間 
（本報告における実績報告期間） 

2019 年 10 月 1 日 ～2020 年 3 月 31 日 
 

 
4 温室効果ガス排出削減量 

4.1 採用した排出削減方法論の情報 

方法論番号 方法論名称 
025 ポンプ・ファン類の更新 

 
 

4.2 活動量 
 
4.2.1 活動量・原単位 

 
対象 活動量 原単位 

ベースラインエネルギー使用量 送水量 
事業実施前電力使用量（kWh/年） 
事業実施前送水量（m3/年） 

 
 

4.2.2 活動量の採用根拠 
事送水ポンプの消費電力量は、送水量に依存する。よって送水量を採用する。 

 
4.3 事業の範囲（バウンダリー） 

北谷浄水場内で使用されている那覇系送水ポンプ５台と山里系送水ポンプ５台それに付随する

ポンプ盤類である。 
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5 モニタリング対象指標 
 

項目 定義 単位 実績値 
モニタリング方法・ 

根拠資料 

（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法

に変更ある場

合、）変更理由 

ＧＢ 排出削減事業実施前の電力使

用量の原単位 
kWh/m3 那覇系：0.3424 

山里系：0.3592 
電力量計・セルビウス回生電力

量計と積算流量計により算出 
 

ＧＰ 排出削減事業実施後の電力使

用量の原単位 
kWh/m3 2019 年度 那覇系：0.2280  

山里系：0.3074 
電力量計と積算流量計により

算出（10 月 1 日以降） 
 

ＱＰＪ 排出削減事業実施後の年間活

動量 
m3/年 2019 年度 那覇系：15,026,000  

山里系：12,371,000  
積算流量計により計測 
（10 月 1 日以降） 

 

ＥＬＰＪ 事業実施後の電力使用量 kWh/年 2019 年度 那覇系：3,425,400 
山里系：3,802,600 

ポンプ毎の積算電力量計によ

り計測（10 月 4 日以降） 
 

ＣＦｅｌｅ

ｃｔｒｉｃｉｔ

ｙ,ｔ 

電源 CO2 排出係数 t-CO2/k
Wh 

0.000463 年１回デフォルト値に変更の

無いことを確認する 
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6 排出削減量の計算 
承認排出削減事業計画において採用した算定式に基づき、モニタリング対象項目実測値等

を反映した計算結果を記入すること。 
注）複数の方法論を採用している場合は、方法論ごとに排出削減量の計算結果を記入する

こと。 
 

6.1 事業実施後排出量 

 
活動量 （kWh）/ （ｍ3） CO2 排出係数 CO2 排出量（t） 

2019 年度那覇系 
山里系※ 

3,425,400 / 15,026,000 
3,802,600 /12,371,000 

0.000463 1,586.0 
1,760.6 

EMPJ 3,346.6 
※ 2019 年度電力量（kWh）については 10/4 以降の使用量 

 EMPJ ＝ ELPJ × CFelectricty  
 
 GP ＝ 電力使用量（kWh） ÷ 送水量（m3） 

2019 年度那覇系：0.2280 ＝ 3,425,400 / 15,026,000 
山里系：0.3074 ＝ 3,802,600 /12,371,000 

 
6.2 ベースライン排出量 

 
活動量 （kWh） CO2 排出係数 CO2 排出量（t） 

2019 年度那覇系 
山里系 

5,145,553  
4,443,532 

0.000463 2,382.4 
2,057.4 

EMBL 4,439.7 
 EMBL ＝ ELBL × CFelectricty  

 ベースラインエネルギー使用量 
   ELBL ＝ ELPJ × 1 / α    α＝ GP / GB 

GB ＝ 那覇系 0.3424（2010 年度実績） 
山里系 0.3592（2010 年度実績） 
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6.3 リーケージ排出量 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
    

LE 0 
 

6.4 温室効果ガス排出削減量 

項目 記号  
ベースライン排出量    (7.2) EMBL 4,439.7 
事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 3,346.6 
リーケージ排出量    (7.3) LE 0 

温室効果ガス排出削減量  ER 1,093 



 

7 省エネルギー量 
 原油換算（kl） 

ベースライン

（①） 実績（②） 
ベースライ

ン－実績 
（① ②） 

 2,395.4 1,805.6 589.8 
熱量換算及び原油換算において用いる換算係数については、エネルギー使用の合理化に関する法律（省エネ法）施行規則第４条に規定する換算係数を使用す

ること。 
 

9  再生可能エネルギー利用量 

   

 モニタリング期間 
  エネルギー使用量 熱量換算（GJ） 原油換算(kl) 

単位 （実績） （実績） （実績） 
  ─   
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